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はじめに

通常に比べ、食事の量や質が低下

栄養状態や慢性疾患の病状の悪化を
最小限にとどめるために、

被災者への栄養・食生活支援が重要

災害時

ビタミン・ミネラルの不足
による体調不良

低栄養 慢性疾患の
悪化



被災地への行政機関に従事する公衆衛生医師等の

派遣について （平成２３年３月２０日）

厚生労働省健康局総務課地域保健室・保健指導室 事務連絡

派遣の対象となる職種に、

初めて「管理栄養士」が明記

初めて本県の管理栄養士が
公衆衛生従事者として派遣された

東日本大震災

熊本地震

行政管理栄養士の災害派遣について



栄養士
チーム番号

１ ２ ３ ４ ５ ６

派遣期間
５/３～
5/8

5/7～
5/13

5/12～
5/18

5/17～
5/23

5/22～
5/28

5/27～
5/31

派遣先 阿蘇市 嘉島町

派遣者

他自治体等
派 遣

京都府
山口県

山口県 山口県 ― 三重県
大紀町
横浜市

―

派遣の概要

県保健所管理栄養士１名ずつ交代

 複数の避難所を対象に、他自治体管理栄養士と一緒に
栄養・食支援活動を行うチームとして活動を実施

※県保健師チームに帯同

宮崎県栄養士会災害支援チーム



支援活動

（１）食事アセスメントと支援物資の活用



エネルギー
（kcal）

たんぱく質
（ｇ）

ビタミンB１
（ｍｇ）

ビタミンB2
（ｍｇ）

ビタミンC
（ｍｇ）

厚労省基準 2000 55 1.1 1.2 100

避難所 1109 28.9 0.25 0.15 6

充足率 55% 53％ 23％ 13％ 6%

避難所の食事アセスメント

朝：
パン

昼・夕：
おにぎり弁当

日本栄養士会：災害時の栄養・食生活支援マニュアル（H23年４月）

たんぱく質・ビタミン・ミネラル不足への対応が必要
フェイズ２

発災後
４日目～



各避難所にある支援物資を確認

支援物資の活用

 魚や肉の缶詰
 副菜レトルトパック
 果物缶詰・ドライフルーツ
 菓子（栄養機能食品） 等

未使用のまま
山積み

避難所の食事を１日３食食べる方へ活用



食品の追加提供に関する情報提供

支援物資の活用



１日に追加提供する食品のセッティング

支援物資の活用

厚生労働省基準 パン・弁当のみ

パン・弁当＋支援物資



支援活動

（２）個別支援



個別支援の流れ

保健師・

避難所運営担当者

要支援者の把握（食事に配慮が必要な方）

医療チーム

個別の栄養支援を実施
 栄養補助食品や要支援者用食品の配布
 病気を持った人の食事の調整

管理栄養士



対象 内容

乳児 離乳食の提供

高齢者 粥、軟飯（アルファ化米使用）の提供

誤嚥性肺炎既往者 ムース状食品の提供

食欲不振 個別に摂取可能な食品の選択・調理工夫

貧血 鉄補給飲料の提供

栄養補助食品や要支援者用食品の配布

食品は、管轄保健所に設置された
特殊栄養食品ステーションより調達

熊本県と日本栄養士会が共同設置



●熊本大学糖尿病支援チーム
（K-DAT）と糖尿病者のフォロー

医療チームとの連携による食事管理

●保健・医療支援統括チーム
とのミーティング

（心疾患、肺炎等への対応）



支援活動

（３）食の自立支援



食の自立支援

●避難者の食の自立を促すための媒体作成

食品の摂取ポイントについて記載



被災自治体栄養士への支援

被災自治体栄養士が、継続的に避難所の
栄養・食生活支援活動を行うことができるように…

避難所レイアウト
物資提供方法
要支援者リストと経過記録票

避難所の状況について、引き継ぎを実施



考察



• 健康維持、栄養欠乏を防ぐために重要

• 円滑な食事改善のために、食事アセスメントに
より客観的に栄養課題・根拠を示す必要性

支援者としての気付き①

栄養アセスメント結果を基に、
弁当内容が変更された例

《避難所の食事改善について》

たんぱく質･ビタミン・ミネラル源が充実



• “食事への配慮が必要な方”を的確に把握
するには、他職種との連携が重要

支援者としての気付き②

• 低栄養や慢性疾患の重症化予防に対する
コメディカルとしての役割も重要

• 他自治体派遣管理栄養士との協同により、
避難所の一体的・効率的な支援が可能

《個別支援について》

《全体を通して》

• 受援側の体制を見極めた対応の必要性



• 市町村防災計画において、管理栄養士の
栄養改善活動に関する役割を明確化

平時に整備すべきこと①

《市町村への支援》

• 管理栄養士と食料調達担当部署との連携
（厚生労働省防災業務計画にも明記）

被災後早期の栄養・食生活支援活動

避難所での適切な配食



• 自治体派遣管理栄養士と栄養士会災害派遣
支援チーム（JDA-DAT）等の役割の明確化

平時に整備すべきこと②

《受入れ体制の整備》

派遣者による効率的な支援

《家庭備蓄の推進》

• 食品備蓄の必要性について、住民へ周知

災害直後から適切な栄養状態を保つ



おわりに



本県における
災害時の栄養・食支援活動について

 “支援側”と“受援側”それぞれの活動を
マニュアル化

市町村との連携強化
栄養食支援活動に関する共通認識・マニュアルの共同作成

保健所単位での体制整備
・市町村と保健所の役割の明確化
・災害時の連絡体制や活動の流れの確認

今後、必要と考えられること


